
栄養ケア・マネジメント

PESの基本を学んで

活用しよう！

申込方法 ①研修会申込書でファックス又は郵送する。
②URL又はQR コードより送信する。

令和５年度

第2回 医療事業部 研修会

主催：公益社団法人埼玉県栄養士会

お問い合わせ

公益社団法人埼玉県栄養士会
〒330-0063 さいたま市浦和区高砂3-10-4
TEL 048-866-7925 FAX 048-866-7926
e-mail：s-eiyou@fancy.ocn.ne.jp

期  日 令和5年 12月９日（土）1３：00～１６：00

会 場 埼玉県栄養士会研修室及びZOOMよるWeb開催のハイブリット
費  用 2,000円（会員1,000円）

なぜ、PES報告を使うの・・・？
政府のデータヘルス改革においてデータの利活用が推進されており、医療においてはレセプ

トデータや健診データなどの利活用の推進に向けた電子カルテの標準化も検討されている。今
後、「栄養情報のデータ化」と「電子カルテの標準化」に対応すべくPES報告の活用が必要と
なっている。今回の研修ではＰＥＳ報告の基本を学ぶと共に、実際の症例を使用して報告書を
書けるようにする。最後に事例について、業務についての情報交換会を企画している。

内 容 13：00～ 栄養ケア・プロセス/PESの基本
14：30～ 症例を使ったＰＥＳの記載
15：30～ 情報交換

https://forms.gle/Z5oGix8wp1KKAhPL8

締切日
12月5日

講 師 埼玉県栄養士会副会長・埼玉県立がんセンター栄養部長 前川 哲雄
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